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　セルギイ府主教の来日希望の報が最初に届いたのは明治四十一年三月十七日であった。

　「神学大学学長セルギイ主教、京都主教への任命を願望。同意されるか応答されたし。貴殿にしかるべき助けになろう。府主教アントニイ」という電報を受け取ったのである。（「宣教師ニコライの全日記８　教文館」以後日記引用は同書による）
　「願わくは、最後の部分がそのとおりになるように」と聖ニコライは日記を終えたが、翌日には「任命されたし」と反電をした。しかし、「セルギイ座下が長くこちらに来られるかどうかは疑わしいものの、それ以外には答えようがなかったので」とも記している。

　その後、セルギイ府主教がロシアで問題をかかえており、それから逃れる為の来日であるという情報が聖ニコライに寄せられる。「かれには宣教のことなどまったく思いもなく、あちらからさっさと逃げることだけのようだ」（日記M41・4・26)とセルギイ府主教の来日の目的に不安を抱いたりするが、明治四十一年六月二十七日セルギイ府主教は予定どおり東京に着く。
　「正教時報第三六六号」（M41・7・15）は「主教セルギイ師来任」と報じ、その経歴や在京教役者や愛々社の編輯員翻訳者一同との懇親会の様子を載せた。七月十三日には歓迎会が催され、その時の事をセルギイ府主教は「始めて觀たる日本正教会」と「正教新報」に寄稿した。（「正教時報第二十二巻第七号S8・7・20再掲載」）
　聖ニコライの宣教事業に対する日本人信者たちの熱意を感じとるが、セルギイ府主教の観察は鋭く、「～然し何度やら其の内に国民的感情に満足を與へ得べき組織を有する教会が、既に彼らの脳裡に萌しつつあるのが伺はれてあった―如何にも解り易く且又最も自然なる希望である―然し此の明らかに望むべき時の何時来たるべきかは、諸教会を摂理し給う神の定める所である」と早くも日本正教会の行末を見抜いていたようである。

　そして、「唯其時に至るまで予等の義務はニコライ大主教閣下の蒔きつつある且既に蒔かれたる處を誠実に灌漑することであった」と自身の抱負も述べている。

　この言葉どおり、セルギイ府主教は来日後、日本語の習得に努め、積極的に巡回をする。聖ニコライも当初の不安は消え、「ひょっとすると、座下はほんとうに教会を立て上げるため、神に遣わされたのかもしれない」（日記M41・




10・18）、「セルギイ主教はきっと立派な宣教師になるであろう。それにしても、こういう人材は稀である」（M41・10・29）と記している。しかし、その直後には「～ロシアから派遣してもらいたい宣教師は宣教国の経済的部分の管理に長けた者であるとの思いがわたしにはある。セルギイ座下はそれはまったく向いていないようで、その件をかれに託すのは危なかしいからだ」とも記す。そして、露暦でこの年の最後の日にはセルギイ府主教への期待する気持ちが記されているが、「ロシアで犯した誤ち」すなわち金銭トラブルを日本で犯すと致命的と危惧した。

　セルギイ府主教の性格や気質を見抜いていた聖ニコライは「理想主義の貯えがある」（日記M44・11・2）と評したが、常にセルギイ府主教が宣教師としての務めを全うすることを望んでいた。
　明治四十二年三月十二日、聖ニコライは「松山のセルギイ座下に宛てて、函館時代の自分の精神的経験について手紙を書いた」と日記に記している。その内容は後の「正教時報・大主教ニコライ師永眠一周年記念号」（T2・2・10）に手紙の写真と共に掲載されている。

　聖ニコライは宣教師という職務の困難さとそれを克服するための心得を自身の体験をもとに説く。
　「卿は今、元気充ち溢れ居るや明かにて、余も亦決して之を疑はず。然るに卿の前途に卿の熱心を冷却せしめ、卿をして露国に帰還せしめんとする幾多の誘惑横はり居るや知る可からず。」と様々な誘惑が「宣教」という務めの前に立ち塞がると述べている。そして、セルギイ府主教の能力や経歴も誘いの種だとし、自身の事に言及した。

　「余の境遇は卿の境遇に比すれば至って単純なりき。余は直接宣教の目的を以て渡来したる」と記し、来日当初は宣教活動が出来なかったので日本語を学び書籍を読んだが、常にその事が「伝教の妨げざるか」と自問したというのである。生活や活動のあらゆる場面で「伝教の妨げざるか」と問い続けたことは「内心の機械作用」であるとし、「余が日本に渡来せる目的を常に記憶せしめ、又日本渡来のその素志を保持」することが出来たと述べる。さらに後年、宣教活動を開始してから事業の失敗、「人物に就きての失望」、迫害にあった時も初心を忘れず貫徹することが出来たのは自己の鍛錬の結果だったと記した。
　そして、「日本人が皆『主教セルギイは今は既に疑ひも無く日本と日本に於ける傳道事業に密接するに至れり』といふに至るまでは決して一、二年の事にあらざる可し。故に卿は日本に於ける宣教事業の為に己を鍛錬せよ。且つ露国には卿に取りて如何に心引かるる職務のあるも卿は他の何等の職務の為にも断じて日本を去らざる者になる様に、此の事を助け給はん事を主神に祈り願う可し」と結んだ。

　聖ニコライはセルギイ府主教来日直後の公会で「彼は神の業に務めんと燃ゆる熱心をもって、又日本教会及び日本教会の業をその愛に受けんとの赤心をもって、又その全生涯を日本教会に献じるの決心をもってここに来れり」と紹介したが、セルギイ府主教が老境に入った自身の宣教事業の後継者たることを切に願ったのである。
　

　セルギイ府主教に言及する著作物や論文では、「ニコライは宣教師、セルギイは学者」と大まかに断定する記述が多々あるが、セルギイ府主教こそ聖ニコライの宣教事業を受け継いだ人である事は間違いない。

　「府主教渡来廿五年記念誌」（S8・12・23）は全二〇七ページの記念誌であるが87ページ以降は明治四十一年八月を最初とする巡回日誌である。明治四十五年から大正十二年までの記録は「散佚又は紛失」していて収録できなかったと注記されているが日本中を隈無く回ったのである。　

教会での奉神礼、説教はもちろん、各地で講演会を開催し、常に満員の聴衆を集めたことは多くの地方紙にみることができる。

　大正八年九月十五日付「小樽新聞」は「主の愛する僕―札幌滞在のハリストス正教會大主教セルギイ氏を訪問して」というインタビュー記事を載せている。自身の生い立ちから始めたセルギイ府主教は「～私はモウ大抵日本中の教會は巡回致しました。巡回といっても只見て歩くのではありません。直接信者を軒別に訪問し信仰を励まし慰安を與へ、神の為に其人の為に祈るのです。毎日説教と訪問と祈祷とで少しの暇もありません。併し私は傳道するに鉦太鼓で騒ぐ方法はやりません。静かで着実で一度心霊が神の力により救はれたら、再び迷ふことのないやうにするのです～」と述べている。

　「正教時報第二十巻第五号」（S6・5・20）には「西海枝　静」が「府主教セルギイ師の閲歴」を記しているが、セルギイ府主教の宣教師としての資質は学生時代から培かわれたものであった。

　「閣下の教會奉仕は多方面に渉り到底限りある紙面に全豹を盡くし難いが特記すべき點は説教、傳道である。ノヴゴロド神学校に遊ぶ頃夏期休暇を得て帰省し農夫、牧童に説教するのを何よりの楽しみとした。ペテルブルグ神学大学の学生が説教班を設けて市内の工場、貧民宿泊所、慈善会を巡りて労働者、貧民、乞食に傳道した時閣下も班員となりて雄弁を振はれ、尚ほ宗教道徳文化普及会及び信仰慈善協会に於て屡々説教を試みられた。
　我が国に渡来せられて後は数回全国諸教会を巡錫し聖堂に於て公会堂に於て劇場に於て説教、講演をなし又は寒村僻地の信者を訪ねて説教を試み、信仰の衰へたる者を覚醒し光明に導いたのは衆知の事実である」

　「正教時報七六五号」（S22・8・15）の「故セリギー師と再建日本正教会」という記事は興味深い。セルギイ府主教の追悼記事だが、日本正教会史の一面も伝えている。

　「～師は明治四十一年卅七才にして日本に渡来し、故大主教ニコライ師の補佐となった。その頃の公会で一傳教者からセリギー師によって神学大学の設立が主唱された。これに對してセリギー師は、私は神学教授になるために日本に来たのではない。日本に傳教するために来たのであると答えられた。師はこの言葉を記憶せられてゐたかどうかは知らぬが、晩年岩澤、小野一派の攻撃によって日本正教会の首班としての地位を追はるるに及んで、師が日本の新聞記者に語った談話（ eq \o\ac(○,注)拙稿「世田谷区太子堂四五五①」正教時報一四〇七号を参照）の中に、自分は神学者である。今後は神学の研究をし以て日本にその餘生を一エトランゼとして終り渡い云々という言葉があった」
そして聖ニコライ時代の神学教育にも言及するが、「大主教ニコライは神学校を創設した。然しそれは堪能なるロシア語習得者を輩出したに止った。又多くの留学生をロシアの神学大学に送った。然しそれはロシア語の学者をつくったに止まり、日本の正教会に神学は遂に生まれなかった」と断じている。
　セルギイ府主教は聖ニコライに神学校改善を進言したが、受け入れられず、それ以後一言も神学校に触れなかったという。そして聖ニコライ永眠後については次のように記している。

　「従ってニコライ没後、セリギー師が第一に断行されたものが、神学校の授業の面目一新であった。当時の師の意図は今日回顧してみてよくわかる。然し残念ながらその意図は実現せしむべきそれにあてはまった教授グループがなかった譯である。又正教思潮を発刊してロシア正教会の近代的神学を紹介せんとする意図が行はれたが経済的に永く続かなかった。何故ならば発刊された正教思潮は美術品であったからである。その後、土曜日の晩祷後自ら聖書研究會を司會して講師の役を引き受けたり、又殆んど日本全国に亘って講演旅行を行う等、ロシア人の宗教家としては珍しいひとであった」　　　　　　　　　　　　　（続く）



聖ニコライとセルギイ府主教　②　　　　　　　主教　セラフィム








▲秋田市公会堂での講演会を前に信者たちと T15.5.23








▲宇都宮巡回。信者宅を訪問　M44.5





▲聖ニコライがセルギイ府主教に書いた手紙（正教時報第2巻第4号　T2.2.10）








